








要約:地域における遺伝相談のニーズを調査し遺伝相談システムの確率にかかわる基礎資

料とするためのアンケート調査を熊本県内の公的機関に勤務する保健婦を対象に行なった。

その結果,(1)遺伝相談のニーズは高いと考えられる。(2)遺伝相談の専門家が果たす役割

が重要と考えられた。(3)遺伝相談窓口の設置をふくめた組織的な取り組みの必要性が広

く認識されている。ことなどが明らかになった。


